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和歌山の特産果実と独自技術を活用した新機能性食品・素材の開発 環境にやさしい材料を用いた次世代照明デバイス・新エネルギー関連技術による新産業の創出

本事業のねらい

　和歌山県は果実の生産量が日本有数の県である。生産量シェア日本一の果実の中で梅と柿を取り上げる。柿の加工技術と

しては次世代型剥皮技術の開発、クエン酸発酵による新果実飲料の開発、一次加工果実の新規安全性・管理技術の開発を行う。

　梅に関しては、未利用梅酢から健康増進作用のある機能性成分の工業的抽出技術開発と生体機能性の評価、梅果実の香気

成分・色素成分の活用技術開発、機能性成分を高める栽培技術開発を行う。

このような高度加工技術、栽培技術の開発を産学官連携を通じて行い、新たな商品開発、事業創発に貢献する。

　梅に関しては、梅果実に含有される梅ポリ

フェノールを梅酢から抽出精製取得するととも

に、梅酢ポリフェノールの健康増進作用を明ら

かにし、その応用を図る。また、梅の花、果実

の香りを解析、その香料を合成し応用商品に適

用する。また、有用品種の栽培技術開発も行う。

　柿に関しては、柿の皮を酵素分解することに

より剥皮技術として実用化を目指すと同時に分

解物の有用性を探る。更に、新たな発酵技術に

より飲用しやすい柿酢を開発する。

　また、果実の衛生管理技術の向上も並行して

行う。

中核機関名
公益財団法人　わかやま産業振興財団
〒６４０-８０３３  和歌山県和歌山市本町２丁目１番地
　　　　　　 TEL.０７３-４３２-５１５５

中核機関名
公益財団法人　しまね産業振興財団
〒６９０-０８１６  島根県松江市北陵町1番地
　　　　　　TEL.０８５２-６０-５１１２

事業推進体制
事業総括……………中岡　元信
研究統括……………三谷　隆彦
科学技術コーディネータ…木村　昭雄

参加研究機関（太字は核となる研究機関）
産…JA紀南、サッポロ飲料（株）、プラム食品（株）、花王（株）、
　　和歌山ノーキョー食品工業（株）、(社)和歌山県農産物加工研究所、中野BC（株）、
　　サントリービジネスエキスパート（株）　他
学…近畿大学、京都大学、和歌山大学、和歌山工業高等専門学校、和歌山県立医科大学
官…和歌山県工業技術センター、(独)農研機構果樹研究所、和歌山県うめ研究所

主な事業成果

梅に関しての事業成果
　　梅酢から梅酢ポリフェノールを工業的に精製取得する生産プロセスを確立、得られた梅酢ポリフェノールは機能性評
　価（骨粗鬆症改善効果、肥満抑制，内臓脂肪低下、抗疲労効果、高血圧抑制効果/特許出願）および安全性評価、ヒト介
　入試験（高血圧抑制効果）、応用食品開発に活用している。梅の花および完熟南高梅の香り分析から得られた知見に基づ
　いて、それぞれの香りを再現。香りの優れた完熟南高梅の調合香料で賦香したトイレタリー商品（石鹸、シャンプー、
　コンディショナー、ボディソープ）を委託試作し、商品見本を作製した。販路開拓に活用する予定。
　梅の高付加価値化を目的とした栽培管理技術として、「紅南高」の高収穫法を確立し生産者への普及活動を開始。「橙高」
　のカロテノイド、「露茜」のアントシアニン増量技術を検討し、「露茜」に関しては特許出願。

柿に関しての事業成果
　　富有柿と平核無柿の果皮の構造、特性を詳細に解明。また得られた柿の酵素剥皮技術はリンゴ、西洋ナシにも応用出
　来ることを確認した。柿果皮の酵素分解物の有効利用については継続検討中。
　　柿のクエン酸発酵については、探索した焼酎用の麹菌の中から極めて高選択率でクエン酸が得られる有望菌を見出し
　た。事業化を目指して商品としての有用性確認と工業的生産技術の確立に着手した。
　以上の研究成果は、研究交流会、成果発表会、展示会等に適時発表し、産学官で情報を共有しつつ、事業推進に向けて
　連携をより強化して取り組んでいる。

本事業のねらい

　本事業は、地域の強みを背景に、島根大学が持つ酸化亜鉛（ZnO）薄膜・ナノ粒子を中心とした材料技術を基盤として共同
研究事業等を実施し、発光・太陽電池・環境負荷低減技術に関連した材料から応用製品に至る差別化技術の確立を目指す。
具体的には、安価で低消費電力を特徴とする酸化亜鉛（ZnO）系近紫外線発光パネルの基礎技術、太陽電池や照明装置の高
性能化に貢献する透明導電膜、安全な蛍光標識剤等を用いた医療・食品応用技術の開発に向けた技術開発を実施する。

事業の内容

●酸化亜鉛（ZnO）薄膜成長・ナノ粒子生成技術と光機能性デバイスの開発
　　島根大学がもつ膜組成等の制御に優れた酸化亜鉛（ZnO）系薄膜成長用MOCVD技術、安価で単結晶に匹敵する発
　光特性をもつ窒素ドープ酸化亜鉛ナノ粒子の生成技術及び、薄膜形成技術を組み合わせて光機能性デバイスの基盤技
　術となる高機能薄膜やナノ粒子の分散・薄膜化技術を開発する。具体的な応用技術として、3つのサブテーマで開発を
　実施する。
　　
　1．次世代照明デバイス・応用製品の開発
　　　酸化亜鉛（ZnO）ナノ粒子と薄膜技術を用いたパネル型の近紫外線発光素子を開発するとともに、地域密着型の
　　LEDや、光触媒による環境浄化など地域産業の照明デバイスの受け皿となる応用技術を開発する。

　2．光エコデバイス用透明導電膜の開発
　　　酸化亜鉛（ZnO）を始めとする酸化物薄膜技術と地域の材料技術を結集して、地域の新エネルギー産業や照明デバ
　　イス産業に適した高性能な透明導電膜を開発する。

　3．酸化亜鉛（ZnO）ナノ粒子による医療・食品応用技術の開発
　　　酸化亜鉛（ZnO）ナノ粒子を用いた蛍光標識剤を用いてがんの早期診断や食品の機能性・安全性の実証などに応用
　　できる独自技術を開発する。

主な事業成果

1．酸化亜鉛ナノ粒子を塗布することにより作成したp型半導
　　体と、MOCVDによるn型薄膜技術により、発光デバイス 
　　の試作をおこなった。（図1）

2．光触媒特性に優れた二酸化チタン繊維や紫外線LEDの試作
　　など、光応用製品の開発が加速した。（図2）

3．マグネトロンスパッタリング法により酸化亜鉛系透明導電
　　膜を形成する場合において、結晶のc－軸長と電気抵抗率
　　との間に顕著な相関があることを世界で初めて明らかにし
　　た。（図3）

4．酸化チタンと酸化亜鉛を複合することにより、それぞれの
　　単独膜よりも、低い抵抗率が得られることを発見した。

5．酸化亜鉛ナノ粒子により、透明導電膜の界面に散乱機能を
　　付加し、可視光域の分光ヘイズ率が20～80%のテクスチャ
　　構造を持つ導電膜を試作した。
　　
6．酸化亜鉛ナノ粒子を用いた脂質の分布を簡便に観察できる
　　蛍光標識材を試作し、食品応用への展開が加速した。（図4）

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

事業推進体制
事業総括……………吉野　勝美
研究統括……………藤田　恭久
科学技術コーディネータ…高畑　忠三

参加研究機関（太字は核となる研究機関）

産…日立金属（株）冶金研究所、（株）島根電子今福製作所、（株）トリコン、ヒカリ電子工業（株）、　　　
　　ホシザキ電機（株）島根本社工場、山建プラント（株）、松江土建（株）、三洋電機（株）・島根三洋電機（株）、
　　島根中井工業（株）・中井工業（株）、神戸天然物化学（株）、（有）土江本店
学…島根大学
官…島根県産業技術センター
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事業の内容
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ライフサイエンス ナノテク・材料

●一般（平成21～23年度） ●一般（平成21～23年度）

和歌山県紀北紀中エリア 宍道湖・中海エリア

図3：C－軸長と抵抗率の相関 図4：酸化亜鉛により
観察された脂質の分布

図1：試作した発光デバイス 図2：二酸化チタン繊維


